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『ロミオとジュリエット』における愛と死

吉田秀生

シェイクスピアの「ロミオとジュリエット』（ROW･ﾛ加｡〃ljej）は，彼の悲劇では

異例のことであるが，一幕と二幕の冒頭にソネット形式で脅かれたプロローグを持っ

ている。悲劇以外では，劇冒頭に前口上をもつｒトロイラスとクレシダ」（Tmfl秘ｓ

ｕ,,。“SSi｡α）と，各幕の初めにコーラスが登場する「ヘンリー五世』（碓加ｒｙＶ）の

例がある。この二つの例では，これから展開される壮大な歴史的事件を補足したり，

それを表現する劇場のもつ限界を釈明することに主眼がある。'１rハムレット』(H､)MCD

の劇中劇にもプロローグ役が登場するが，それはわずか３行のいわゆる前口上にすぎ

ない。「ロミオとジュリエット」の冒頭のプロローグは，むしろ，この劇中劇の初め

に役者がパントマイムでその筋書を演じる無言劇（Dumb-Show）に似た機能を与え

られている。『ロミオとジユリエット」の二幕の初めに置かれたプロローグはプロッ

トを新たに予告するものを含んでいないのに対して，劇全体のプロットを説明する最

初のプロローグは，観客が劇の結末を初めに知らされるという意味でユニークなもの

である。その意味で，この劇で多用される劇的予告（dramaticpremonition）がその

効果を十二分に発揮するように仕組まれている。そのプロローグが観客に伝えるメッ

セージは，相互に憎み合う二つの家に生まれた不運薄幸な愛し合う二人の死，それだ

けがこの憎しみを取り除きうるということである。憎悪，愛，死そしてそれらを支配

する運命の力，さらに一切を統轄する神の摂理，これらはこの悲劇を構成する五つの

重要な要素である。なかんずく，愛と死2)はこの悲劇のもっとも重要なテーマである

ように思われる。愛と死が，愛するがゆえの死（Ljebest0d）が，死に至る愛がこの悲

劇の中でどのように描かれ，表現されているかを解明することが，この小論の目的で

ある。

荘重に響くソネット形式のプロローグに続く一幕１場では,カピュレット(Capulet）

家の二人の召使いであるサムソン（Sampson）とグレゴリー（Gregory）の地口の応

酬が展開される。ちなみに，この詩的な世界から狼雑な散文の世界への転調は巧みで
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あり，以後しばしば繰り返されることになる。二人の召使いの対話は，モンタギユー

(Montague）家とカピュレット家の長年の確執を提示するだけではない。それはまた，

この悲劇の一つの基調をなしている狼褒な地口に満ちている。狼雑で好色で本能的で

動物的な世界,ヴェローナの世界が初めに提示されることは特に注目すべき点である。

なぜなら,それは後のロミオとジュリエットのロマンテイクな愛の世界と対照をなし，

同時にそれを包み込む世界だからである。

この一幕１場は，二つの部分，すなわち前半（1-113）と後半（114-236)3)から成

り立っている｡両者にほぼ等しい分鎧が与えられている｡前半は両家の衝突とヴェロー

ナ大公（PrinceofVerona）のエスカラス（Escalus）による平定を扱い，後半の焦点

はロミオに絞られる。そこでは，動と静，憎しみと愛が平置される。

この前半の中では，両家の召使いの乱闘のざ中に，ベンヴォーリオ（BenvoIio）と

テイポルト（Tybalt）が出会い言葉を交わす短い場面（１．ｉ、63-68）が特に注目に

値する。この二人は何れもフォースター（E・MForster）のいわゆる“flatcharac、

tersm4)であり，言わばアレゴリーに近い存在である。それぞれ反目し合う両家に属し，

ベンヴォーリオは善意の人を意味するその名に忠実に調停者（peacemaker）の役割を

演じ，乱闘を治めようと努力するのに対して，テイポルトは，プロローグを除けば，

初めて「死」（"thydeath”[64]）という言葉を口にするように，ペンヴォーリオに死

をもたらしかねない存在であり，“Ihatetheword（＝peace)，，（67）というせりふ

に明示されるように，平和を憎む存在，両家の反目の象徴的存在，愛のアンチテーゼ

としての憎悪のアレゴリー，アンチパシフイストである。両家の反目の中にあって，

両家に属する男女が愛を醸成し，持続させることの困難さ，それがためには平和こそ

必須の条件であること，テイポルトがそれを阻害する存在であることが，このような

早い段階で観客に明らかにされる。そして，第二の乱闘場面，この劇の転回点

("”`蛇iα）となる三幕1場では，ジュリエットの愛を得て，テイポルトと敵対する

理由を失ったロミオが，今度は調停者の役割を演じながら，それが果たせないことを

考慮するとき，この短い場面の有する意義の大きいことが了解されるのである。

一方，後半の部分では，憂いに沈み孤立したロミオの姿が示される。それは彼の片

思いの結果である。その恋は一方的な未熟なものであり，言葉の領域にとどまってい

て，それを越えて実体を猿得するまでには至らない恋である。次の場面（Ｌｉｉ､８５）

になって初めて，その名がロザライン（Rosaline）であることが観客に知らされる。

彼女はカピュレット家の一員で，舞踏会に出席するけれど，観客が彼女を特定するの

は難しいはずである。要するに，彼女の存在は，ロミオの恋と同様，観念の，ロミオ
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の想像の，したがって，観客の想像の世界に押し込められたままであり，そこから解

き放たれて実体を与えられることは決してないのである。

ロザラインは，生涯結婚はしないと誓う（Ｌｉ、215-16）聖女のような女性として

描かれる。したがって，ロミオがこの恋を成就するのは不可能である。彼は，コール

リッジ（STColeridge）がいみじくも指摘したように，恋を恋しているのである｡５１

しかしながら，ロミオは必ずしも清純な精神的愛を求めているわけではない。そのこ

とは，例えば，彼が友人のベンヴォーリオに，“ShelRosalinelwillnot…opeherIapto

saint-seducinggold,，（Ｌｉ、212）と不満を漏らしたり，作者が「ソネット』（S""CIS）

と同じテーマをロミオに言わせている“…beautystarv'dwithherseverity/Cutsbeau

tyofffromallposterity”（217-18）のようなせりふを聞けば明らかであろう。

しかし，ロミオのロザラインに対する気持は，全体として見れば，ロマンテイクな

感情である。そのことは，例えば，彼の友人のマーキユーシオ（Mercutio）との次の

対話を聞けば明らかであろう。

Ｒ”enUnder］ove，sheavyburdendolsink

Mbx Andtosinkinit1shouldyouburdenlove-

ToogreatoppressionfoTatenderthing．

R､）Iealsloveatenderthing？ItisLoorough

Toorude0tooboisterousvanditprickslikethom．

〃ｂ胆 Ifloveberoughwithyou,beroughwithIove；

Pricklove【Orprickingandyoubeatlovedown．（Liv､22-28）

マーキューシオの直裁で狼褒な地口に満ちた返答によって，ロミオの恋の純真ざが浮

き彫りにされる。二人の対話を通して，純真と経験が対比きれる。ロミオの純真の傍

にマーキューシオの経験が置かれるように，ジュリエットの純真の傍に浮母の経験が

置かれ，全体がシンメトリカルな構図を与えられる。さらに，マーキューシオの死後，

ロミオの傍に助言者として配置されるのは修道士ローレンス（FriarLaurence）であ

る。一方，ジュリエットの助言者としては依然として浮母がいて，両者はやはり均衡

を保持する。しかし，バリス（Paris）との結婚の件で，ジユリエットは浮母を拒否し，

彼女の助言者も修道士ローレンスに移行する。修道士ローレンスの援助が破綻すると

き，ロミオとジュリエットはそれぞれ孤立し，死を迎えることになるというのが，シェ

イクスピアの描いた全体の構図である。

経験の世界に住むマーキューシオには，一見プロットと無関係に見える，いわゆる

｢マプの女王のせりふ」（QueenMabspeecb）がある。このせりふが果たす機能は，少
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なくとも次の二つに整理できるように思われる。一つは，ロミオが見た次に引用する

予言的な夢への序曲としての機能である。今一つは，「真夏の夜の夢』（AMIds…伽eγ

Ｍｇｈｔ's此α腕）に見られるような妖精の世界の要素をこの劇に導入するという機能で

ある。後者は，この劇世界を，われわれの現実世界とではなく，非現実としての夢の

世界に変容し同化する。この劇世界が夢と同質の世界であるがゆえに，観客は偶然と

いうよりはむしろ，超自然的な運命のような力が信じられるように仕向けられるので

ある。前者は，ロミオの予言的な夢を通して，ジュリエットとの運命的な出会いへ，

さらに，プロローグが既に予告していた二人の死という，劇がこれから進む方向へと

観客を導く。

…mymindmisgives

Someconsequenceyethangingintbestars

Shallbitter1ybeginhisfearfuldate

Withthisnight，ｓｒｅｖｅｌｓａｎｄｃｘｐｉｒｅｔｈｅｔｅｒｍ

ＯfadespisedIifecIos，dinmybreast

Bysomevilefor血itofuntime]ｙdeath（Liv､106-11）

このロミオの夢を語るせりふに続く一幕５場（と普通呼ばれているが，二つの場面

は連続している）は仮面舞踏会の場面であり，ロミオとジュリエットの運命的な出会

いの場面である。ロミオは彼女を見て次のように言う。“Soshowsasnowydove

troopingwithcrows/AsyonderIadylJulietlo，erherfellowsshows.',（47-48）これは

ベンヴオーリオが既に予告していた（Ｌｉｉ､87-89）ことである。“herfellows"の中

にロザラインがいるはずであるにもかかわらず,彼女には一行のせりふも与えられず，

なきに等しい存在である。ロミオはまた次のようにも言う。“Didmyheartlovetill

now？Forswearit1sight./Ｆｏｒｌｎｅ､ersawtruebeautytillthisnight.”（１．Ｖ､51-52）

ロザラインに対する恋は否定され，忘却される。彼女はジユリエットの引き立て役

(foil）にすぎない。

しかしながら，この場面は，晴れやかな気分，ロマンテイクな雰囲気にのみ満たさ

れているわけではない。ロミオの上に引用したせりふの後に，観客はジュリエットの

いとこのテイポルトの次のような恐るべきせりふを耳にする。Toostrikehim

lRomeoldeadlholditnotasin､耐．（58）ジユリエットが美と愛のアレゴリーであると

すれば，テイポルトは憎しみと反目のアレゴリー，理性の抑制の及ばぬ激情のアレゴ

リーであり，ハムレットのいわゆる“passion0sslave"6)である。ロミオとジュリエッ

トの愛の光には，常に，言わば憎しみと死の影がつきまとっている。このような影を
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含む華やいだ雰囲気は，カピュレットの,息まくテイポルトを宥めようとする言葉と，

華やかな舞踏会の招待客に向けられた言葉との交錯によっても示される。

Youmustcontra｢ｙｍｅＭａｒｒｙ.､ｔｉｓｔｉｍｅ－

ＷｅｌＩｓａｉｄ・myhearts-Youareaprincox､go

BequieLor-Morelight1Moreligｈｔ１－Ｆｏｒｓｈａｍｅ，

ｒｌ]makeyouquieLWhat,cheerly,ｍｙｈｅａｒｔｓ１（84-87）

そして，死の影を引きずるティポルトが退場すると，ロミオとジュリエットの最初

の対話が聞こえてくる。二人の語らいはソネット形式を取っている（92-105)。この

詩的形式は，最初のプロローグがそうであるように，二人の対話，というより二人の

世界を非現実の夢の世界へと変容する。そして，そこに見られる宗教的な比嚥の一群

は，二人の愛の交感に神聖な色合いを添える。ロミオは，その中で「聖堂」（･･holy

shrine''[93]）に安置されたジュリエットという「聖像」("saint"[102]）を訪れる「聖

地巡礼者」（"pilgrim,,[96]）と化してしまう。二人はまだ互いに名前を知らないがゆ

えに，このような比楡的同一視はいっそう適切である。フローリオ（Florio）が記し

ているように，Romeoがイタリア語で“、ﾛ川ｅＫ“ltde7Uγｏｒ“ｌｏｗγ'7)を意味すること

を思えば，なおいっそうそれはふさわしいものと言える。そして，新たなソネット

(106-09）を４行で中断するのは，現実世界から決して離れることのない浮母である

のも適切であり，二人は夢のような世界から劇中の現実に引き戻される。後に見るよ

うに，このパターンはしばしば繰り返され,ある種のリズムをこの劇に付与している。

それはともかく，夢のようなひと時が過ぎて，現実に引き戻されたジュリエットの

"IfhelRomeolbemarried,/Mygraveisliketobemyweddingbed.”（133-34）という

危`倶は劇的予告であり，それはスペンサー（T・LBSpencer）が指摘するように，

"theintroductionofthethemeofdeathasJuliet,slover."８１である。

二人の愛が聖地巡礼の旅にたとえられたように，それはまた航海にもたとえられる

（ⅡiL82-84)｡9》その航海の旅はなま易しいものではなく，その行き着く先に待って

いるものは死に他ならない。彼らは運命の力に操られて，死という目的地に向かって

それと知らずに旅立つのである。

二人の愛がまた束の間の惨いものになるかも知れぬという予感は，ジュリエツトの

次のような直礒によって示唆される。

Itistoorashtoounadvis0d,toosudden1

TooliketheIightnｉｎｇｗｈｉｃｈｄｏｔｈｃｅａｓｅｔｏｂｅ

Ｅｒｅｏｎｅｃａｎｓａｙ`Itlightens，（Ⅱ．ｉi､118-20）
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二人の愛は束の間のものでありながら，しかも花のように成長する創造的愛でもある

ことが，彼女の次のような美しいせりふによって示される。“Thisbudoflovaby

summer，sripeningbreath,/Mayproveabeauteousflowerwhenneｘｔｗｅｍｅｅｔ..．

(121-22）二人の若さと，作者の設定した季節が夏であることを想起すれば，これが

いかにも適切な比嚥であることを了解するのに十分であろう。

ジュリエットのこのような創造的愛はまた無尽蔵の豊穣を内に秘めている。彼女は

それを海にたとえる。

Ｍｙｂｏｕｎｔｙｉｓａｓｂｏｕｎｄｌｅｓｓａｓｔｈｅｓｅａ１

Ｍｙｌｏｖｅａｓｄｅｅｐ;ｔｈｅｍｏｒｅｌｇｉｖｅｔｏｔｈｅｅ

Ｔｈｅｍｏｒｅｌｈａｖｅ,forbothareinfinite．（133-35）

二人のこのひと時は，再び夢の世界に似てくる。したがって，ロミオはこれが夢であ

ることを怖れる゜

Iamafeard

Beinginnight,ａｌｌｔｈｉｓｉｓｂｕｔａｄｒｅａｍ，

TooflatterjngsweettobesubstantiaL（139-41）

しかしながら，ロミオの危‘倶は，逆に，これが甘美な夢のような世界に他ならぬこと

を実は示唆しているのである。ここでも浮母の声が二人の愛の楽の調べを中断し，二

人を現実の世界に引き戻す。

マーキューシオのせりふの大部分が散文であるように，乳母のせりふもその多くは

散文である。しかし，シェイクスピアは時折二人に韻文のせりふを与える。二人が散

文の世界に住む人物であることを考えれば，作者の方針はまだ徹底していないように

思われる。それはともかく，二場５場の乳母の韻文のせりふは，ロミオとジユリエツ

トの愛に狼褒な影を投げる。

Ｉｍｕｓｔａｎｏｔｈｅｒｗａｖ

ＴｏｆｅｔｃｈａｌａｄｄｅｒｂｙｔｈｅｗＭｃｈｙｏｕｒＩｏｖｅ

ＭｕｓｔｃＩｉｍｂａｂｉｍな林estｓｏｏｎｗｈｅｎｉｔｉｓｄａｒｋ

ｌａｍｔｈｅｄｒｕｄｇｅ,ａｎｄtoilinyourdelighto

ButyoushaIl舵αγlheUM‘師lsoonatnjghL（73-77）（Italicsmine）

乳母はここでも授褒な地口を楽しんでいる。乳母とマーキューシオが顔を合わせる二

幕４場を見れば，この種の地口では，彼女は彼にかなわないことが分る。地口にかけ

ては，ロミオもマーキューシオに勝るとも劣らない技量を示す。このようなコミック

な雰囲気も，この悲劇が喜劇と紙一重の微妙な境界線上にあることを示している｡IC’
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なぜなら，マーキユーシオの死がなければ，「ロミオとジュリエット』は喜劇になり

えたからである。

おびただしい地口に満ちあふれた劇世界では,ジュリエットも例外ではありえない。

幸運の絶頂へと急ぐ彼女の．`Hietohighfortune1,,（79）というせりふも地口を含ん

でいる｡ロミオもジュリエットも時の歩みを追い越しかねない程に急いでいることが，

繰り返し強調される。例えば,ロミオの`OIetushence:Istandonsuddenhaste.”（Ⅱ、

iii､８９）というせりふ。そして，それに答える修道士ローレンスの戒めの`Wisely

andslow:theystumblethatrunfast.,．（90）という言葉が重要な意味を帯びてくる。

この点では，ロミオとジュリエットはマクベス（Macbeth）に似ている。この二人の

性急さが彼等の死の伏線になっていることは言うまでもないであろう。

二幕６場は劇的予告に満ちている。シェイクスピアの他の悲劇に見られない，この

悲劇のユニークな特徴の一つは，既に述べたように，劇冒頭にプロローグがあり，観

客がそれによって粗筋を知らされるがゆえに，この種の予告を十分楽しめることにあ

る。ロミオの次のせりふもその一例である。

DothoulFriarLaurencelbutcIoseourhandswithholywords，

Thenloue-dcu叩而"９．“ｔｈｄｏｗｈａｔノlcdare：

ItisenoughlmaybutcalIhermine．（６－８）（ItaIicsmine）

この悲劇を背後で動かしているのは運命の女神である。三人の女神の一人のアトロポ

ス（Atropos）の仕事は人間の命の糸を断ち切ることである。その意味で，死は彼女

たちの支配下にあると言えよう。死がアレゴリーとして意識されるのは中世以来の伝

統であり，とりわけ道徳劇の伝統を作者はこの作品でも継承している。死は，『ロミ

オとジュリエット』の言わば見えざる登場人物である。

修道士ローレンスの次のせりふも同様に予告の一つである。

Theseviolentdelightshaveviolenｔｅｎｄｓ

Ａｎｄｉｎｔｈｅｉｒｔｒｉｕｍｐｈｄｉｅ,likefiTeandpowder，

Whichastheykissconsume．（９－１１）

このせりふで興味深いのは，それが，これまで見て来た，この劇の性的な雰囲気に染

まったかのように，ブレイクモア・エヴァンズ（GBlakemoreEvans）も指摘するよ

うに,皿）性的なコノーテーションを否応なしに持つことである。シェイクスピアが「ア

ントニーとクレオパトラ」でクレオパトラの自殺を性的なエクスタシーとして表現し

たように，ここでも性愛と死が近いもの，というより前者が後者を含むものとして表

現されている。これはローレンスの意識ないしは意図の埒外にあり，通常の地口とは
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異質のものである。彼は無論このような性急な激しい愛を肯定してはいない。彼の教

訓はⅢ…lovemoderately;Ionglovedothso.”（13-14）という言葉に示される。それは

また作者の教えでもあるかも知れない。いずれにせよ，それはアリストテレスの中庸

の美徳を踏まえている。

この劇の転回点は，誰の目にも明らかなように，三幕１場である。二幕６場で結婚

式（"holymarriage,，［n.iii、５７]）を済ませた二人は，“highfoTtune，，の頂点にいた。

しかし，そのすぐ直後の場面で，ロミオの親友のマーキューシオはジュリエットのい

とこのテイポルトに殺される。このマーキューシオの「時ならぬ」Cuntimely，,［Ⅲ

ｉ、120]）死がロミオとジュリエツトの運命に暗雲を投げかける。“Thisday,ｓｂｌ…

ﾉ泡陀ｏｎｍｏｄａｙｓｄｏｔｈｄｅｐｅｎｄ;/Thisbutbeginsthewoeothersmuste､｡.,,（121-22）

(Italicsmine）

テイポルトが再び現れると，ロミオは慈悲を神に投げ返し，地獄の復讐の女神に彼

の魂を売り渡す。これは，スペンサーの指摘'2)をまつまでもなく，当時流行した復讐

悲劇のパターンに従ったものである。‘OAwaytoheavenrespectivelenity,/Andfire‐

eye，ｄｆｕｒｙｂｅｍｙｃｏｎｄｕｃｔｎｏｗ１”（125-26）ロミオは憤怒の奴隷となり，タイタス・

アンドロニカス（TitusAndronicus）と同様，相手と同じレベルまで下降する。それ

はロミオのハマルティア（ｈα耐αγ"(J）である。彼はティポルトを殺し，しばし荘然自

失して，有名なせりふを眩〈。“QIamfortune0sfool.，，（138）

ヴェローナ大公エスカラスにより，このテイポルト殺害に対してロミオの追放が宣

せられたすぐ後に，観客はジュリエットの独白を聞く。独白はしばしば，ハムレット

やマクベスのそれのように，悲劇的状況の中で孤立した人物によって語られる。彼女

の独白もそれに近いものである。結婚式を済ませて，初夜を待ち望む乙女の心境が美

しく，時として艶しく語られる。

Spreadthyclosecurtain．！”e・”ｿbmi卯gD8jgjMi

Thatrunaway'seyesmaywinkandRomeo

Le”totheseqm8suntaIk,｡､oｆａｎｄｕｎｓｅｅｎ

ＬｏｖｅｒｓｃａｎｓｅｅｔｏｄｏｌｈｅｉγｍｌｗｍＩｓ流tcs

BytheirowJ1beauties;ｏｒ,iflovebeblind･

ItbestagreeswithnighLCome,civiInight，

Thousober-suitedmatron1aIlinblack，

Ａｎｄｌｅａｒｎｍｅｌｉｏｕ）toloscamimoi"ｇ瓶utcハ

Play0dlOrqPuirq/smilMess，,mid幻ZlioUds．（Ⅲ．ｉi、5-13）（ItaIicsmine）
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０.IhavebowgjWhe伽ufzsimlq/qloue

ButnotmssessZit,ａｎｄｔｈｏｕｇｈｌａｍｓｏｌｄ，

Notyetelﾘ妙〃．（26-28）（Italicsmine）

ブランクヴァースでうたいあげるこのような愛の賛歌ないしは「祝婚歌」

("epithaIamium'')'3)は，マーキューシオや乳母の狼裏な散文とは異質のものである。

ただし，最後の引用に見られる`!bought，,とか"sold，,というような取り引きを連想さ

せる比嶬は，ジユリエットの愛にはそぐわないように思われる。それは，フロム(Erich

Fromm）のいわゆる「所有様式」（"themodeofhaving"）の愛ないしは「商品取引的

志向」（`Othemarketingorientation，,)'5）の愛のカテゴリーに入るからである。いずれに

せよ，ロミオとジュリエットの愛は，いわゆるプラトニックラヴではなく，精神的愛

と肉体的愛の輝かしくも美しい結合である。そして，ここでも彼女を詩的想像の世界

から現実の世界へ引き戻すのは乳母である。

その現実というのは，乳母による無`惨な死体の描写である。“Apiteouscorse,a

bloodypiteouscorse,/Pale，paleasashes，allbedaub,dinbloodo/Allingoreblood/，

(miL54-56）前の場で観客の目に焼きついたテイボルトの死体の描写であるが，乳

母はいつものやり方で，肝腎な報告を後回しにするため，ジュリエットは愛するロミ

オの死体を想像してしまう。それは最終場面に呼応する。ここで重要なのは，死がそ

の猛威をふるい始め，運命の車輪が，「幸」（"Wea1,,[51]）から「不幸」（`Woe，，[51]）

へ転回し始めることである。

ロミオが報われることのないロザラインに対する恋をオクシモロン!`’に託した（Ｌ

ｉ、174-79）ように，ジュリエットは，テイポルトを殺したロミオに対する`恨みを同

じようにオクシモロンの形で述べる（mii､75-79)。より深刻な状況とすぐれた表現

力とが相まって，ジュリエットのオクシモロンの方が観客の胸により強く響く。ロミ

オのテイポルト殺害の行為は，二人を出口のない窮地に追い込む。

一方，修道士ローレンスに向かって追放を嘆くロミオは，自殺を考える。

Hadstthounopoisonmixed,nosbarp-gToundkniIG

NosuddenmeanofdeaththoughTle,ersomean,

Butbanished，tokillme？（Ⅲ､iii､44-46）

この"mean''の地口は，“flies…fly，．（41）の地口同様，深刻な状況を考えると，悪趣

味と言わざるをえない。それはともかくとして，この"poison”と．`knifeo1も最終場面

を先取りしている。そして，この辺りから，死という言葉とそれを連想させるイメジャ

リーが頻出し,171劇の雰囲気は次第に重苦しいものになっていく。
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「アントニーとクレオパトラ』のような異教世界では，自殺は高貴な行為であるが，

ヴエローナのようなキリスト教世界では，神の禁じる"damnedhate”（117）であり，

罪である。したがって，修道士ローレンスはロミオの自殺を戒めて，英知の大切さを

説く。

Ｔｂｙｗｉｔ,thatornamenttoshapeandlova

Misshapenintheconductofthemboth

LikepowderinaskiIlesssoldjer､ｓｎａｓｋ

ｌｓｓｅｔａｆｉｒｅｂｙｔｈｉｎｅｏｗｎｉｇｎｏｒanceo

Andthoudismember0dwiththincowndefence．（129-33）

この例に見られるように，ロミオとジュリエットの行動を判断するための基準，パラ

ダイムは修道士ローレンスによって提示される。

次の三幕４場で，カビュレットは，かねてからジュリエットに求婚しているパリス

に結婚の承諾を与える。かつてロミオのロザラインに対する恋が，ジユリエットとの

愛の引き立て役として機能したように，パリスのジュリエットに対する愛が今度は，

ロミオとジュリエットの愛の比較の対照として，それをより客観的な視野のうちに置

くという機能を与えられる。一方は修道士ローレンスを介した二人だけの結婚，他方

は親の承諾を得て，社会的に認知された結婚である。

パリスとジュリエットの結婚話が進行している間に，皮肉なことに，彼女の部屋で

は，ロミオとの結婚の完成（consummation）が，無論舞台裏で（offstage）繰り広げ

られている。この前に，既に見たジュリエットの祝婚歌があったように，次の三幕５

場では，二人の「暁の別れの歌」（"aubade''131)，わが国のきぬぎぬの歌が杼惰性豊か

に奏でられる。ここでも，二人を詩的杼情の世界から現実へ引き戻すのは乳母の役目

である。既に述べたように，このような反復は，この劇にある種のリズムを与えなが

ら，劇中の夢と現実の世界に一線を引くべく機能している。

縄梯子を使ってカピュレット家の庭に降り立ったロミオの姿を見て，ジュリエット

は不吉な予感を抱く。

OGod11haveaniILdeviningsoul1

Methinkslseethee,ｎｏｗｔｈｏｕａｒｔｓｏｌｏｗ･

Asonedeadinthebottomolatomb．（、ｖ､54-56）

鋭い感受性を有するジュリエットはハムレットに似ている。彼女の"anill-devining

sourという句は，やがて後者の"propheticsouI"1,)というよりいっそう有名な句につ

らなっていく。作者は『ロミオとジュリエット』において，これまで見てきたように，
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劇的予告を多用することにより，最終場面に向かって周到に緊迫感を高揚させていく

のである。

パリスとの結婚を拒むジュリエットに激怒して述べられる次のカピュレットのせり

ふは，彼の娘に対する愛の質を考える上で重要である。

ＡｎｄｙｏｕｂｅｍｉｎｅｌｌｌｇｉｖｅｙｏｕｔｏｍｙｆＴｉｅｎ｡；

ＡｎｄｙｏｕｂｅｎｏＬｈａｎｇ１Ｂｅｇ１Ｓｔａｒｖｅ１Ｄｉｅｉｎｔｈｅｓｔｒｅｅｔｓ１

Ｆｏｒｂｙｍｙｓｏｕｌｌｌｌｎｅ，eracknowledgethee，

NorwhatismineshallneverdotheegCod．（191-94）

このような父と娘の関係は，シェイクスピアにしばしば見られる父権制（patriarchy）

の一例であり，リア（Lear）とコーデイーリア（Cordelia）の関係や『真夏の夜の夢」

のイージーアス（Egeus）とハーミア（Hermia）の関係と同質のものである。ジュリ

エットとコーディーリアの父に対する態度は，現代の開放された女性像の先駆けであ

ると言えなくもない。いずれにせよ，カピュレットの娘に対する愛が所有様式の愛で

ある点に彼の重大な過誤が存するのである。

次に，死の主題が展開される四幕と五幕を見よう。

まず四幕1場で，ジュリエットは修道士ローレンスに対して，パリスとの結婚を回

避するためであれば（それは重婚lbigamylの罪を犯すことになるがゆえに)，どんな

恐ろしいこともいとわぬ強い決意を示す。

OrhidemenightIyinacharnel-house

Oercover,dquitewithdeadmen,srattUngboncs，

WithreekyshanksandyellowchapIessskuIls・

ＯｒｂｉｄｍｅｇｏｉｎｔｏａｎｅｗｍａｄｅｇＴａｖｅ，

AndＭｄｅｍｅｗｉｔｈａｄｅａｄｍａｎｉｎｈｉｓｓｈｒｏｕｄ－（81-85）

ジュリエットのこの恐るべきせりふは，最終のカピュレット家の墓所の場面が観客に

与える効果を，観客の想像力に訴えて先取りするものである。そして，この劇世界の

雰囲気はその暗さを増していく。このせりふのもつ機能は，「ハムレット」の墓堀り

の場面のそれにいくぶん似ている。前者には，まだ後者の死に関する深い認識や哲学

的瞑想はないけれど。そこにはまた，ｒアントニーとクレオパトラ』の霊廟の場面が

もつ華やかさもない。このジュリエットのせりふは，アリストテレスのいわゆる恐怖

(fear）の感情を喚起しつつ，観客に死を直視させる。

修道士ローレンスも，死がその力を実際にふるい始める前に，薬物による仮死状態

を詳しく説明することによって，観客に言葉の上から強いインパクトを与える（Ⅳ．
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iL93-lO6)。このインパクトは，『ハムレット』に現れる亡霊の，毒物が与えた影響

の詳細な説明のそれに似ている。

また，ジュリエットは，その薬物を飲む前の独白の中で，彼女が感じる不安を表明

する。夜中に墓の中で目覚め，先祖の骨に囲まれ，窒息し，あるいは発狂する彼女自

身を想像し，さらに，テイポルトの亡霊（それはジュリエットの恐怖のあまりの幻覚

であろう）を見る（Ⅳ､iii､30-57)。観客の恐怖感をこのようにあおる理由の一つは，

強烈な刺激を求める当時の観客の欲求を満たすためであり，今一つの理由は，観客の

想像力を強く刺激して，同じ不安と恐怖に観客をまき込むためであり，第三の理由は，

最後の墓所の場面の臨場感を，言葉によって予め間接的に高めるためであるように思

われる。

仮死状態のジュリエットが発見され，彼女の死を嘆き悲しむ場面（四幕５場）は，

スペンサーが指摘するように，“exaggeratedandstylized"20)であるが，ここでもその

中心を占めるのは"crueIDeath，，（48）である。そのことは，カピュレットの次のせ

りふに如実に示される。

OsonlParisIthenightbeforethyweddingday

HathDeathIainwiththywile・Thereshelies，

ＦＩｏｗｅｒａｓｓｈｅｗａｓ,ｄｅｆＩｏｗｅｒｅｄｂｙｈｉｍ

Ｄｅａｔｈｉｓｍｖｓｏｎ－ｉｎ､ｌａｗ１Ｄｅａｔｈｉｓｍｙｈｅｉｒ、

Mydaughterhehathweddedlwilldie，

Andleavehimall:life,livingoallisDeath,s、（35-40）

"Flower”と．`deflowered"の地口や"deflowered，，のような表現は，このような状況に

は不適切であり，ネオクラシシズムのデイコーラム（decorum）の原理から見れば，

非難されるべきものであろう。それはバーレスクと受け取られかねない危険な手法で

ある。しかし，このような過剰とも言える表現は，「ロミオとジュリエット』の特徴

の一つであり，この作品にある種の活気を与えていることも否定できない。それはま

たシェイクスピアの初期の作品に共通の特徴でもある。それはともかくとして，この

せりふでは，６行の中でDeath"が４回も繰り返され，多くの批評家が指摘するよう

に，死がジュリエヅトの恋人であるという主題の一部を形成している。

ロミオはジュリエットの死の知らせを，五幕１場で彼の召使いのバルサザー

(Balthasar)から受け取る｡この,スペンサーのいわゆる"thetragicmisunderstanding''211

が，ロミオに死を決意させ，彼は毒薬を買い求める。その折の彼の薬屋（Apothecary）

の描写は，観客に強烈な印象を刻みつける。
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AndbereaboutsadweIls-whichlateInoted

lntatterUweedS1withoverwhelmingbrows，

CullingofsimpIes・Meagrewerehislooks，

Sharpmiseryhadwomhimtothebones，（38-41）

極度の貧窮のために痩せこけて，ほとんど骨だけになってしまった薬屋，ロミオに，

即座に死をもたらす毒薬を売る薬屋は，これまで度々言及されながら，その姿を目に

することのできなかった死のアレゴリーないしは化身であるように思われる｡22）

最終場面(五幕３場）は，言わば死の饗宴である。死は，既にマーキューシオとテイ

ポルトとロミオの母を呑み込み，今また，パリスとロミオとジュリエットを呑み込も

うとしている。カピュレット家の墓所は，ロミオによって，死体を貧り食う怪物とい

う恐るべきイメージを与えられる。

Thoudetestablemaw,ｔｈｏｕｗｏｍｂｏｌｄｅａｔｈ

ＧｏｒｇＵｗｉｔｈｔｈｅｄearestmorseloftheearth

Thuslenforcethyrottenjawstoopen

Andindespitel'llcramtheewithmorefood（45-48）

ロミオはまた，死を"theleanabhorredmonster,，（104）と呼ぶ。この死のイメージは，

先の薬屋のそれと重なり合う。シェイクスピアの悲劇観は，ここでは，いかに観客を

恐怖させるかにあるように思われる。死という怪物が次々に人間を貧り食うイメージ

は，恐ろしいものである。ここで，われわれはカピュレットの催した舞踏会と，彼が

準備したが実現はしなかった結婚の宴を想起する。この二つの饗宴がもっとも悲惨な

死の饗宴を導いたことは，いかにも皮肉なことである。

しかしながら，この陰惨なイメージは，仮死状態から醒めつつあるジュリエットの

美しさによって一変する。

Ａｇｒａｖｅ？０，０.alantern,slaughterUyouthlParis｝

ForhereliesJulieLandherbeautymakes

Thisvaultafeastingpresence,lulloflighL（84-86）

．`feast"の比噛は連続している｡麹)しかし，それはもはや陰惨なものではなく，観客は

一瞬舞踏会の場面を想起するかもしれない。観客はロミオとジュリエツトの死に`隣偶

(pity）する。二人は，運命の女神の気まぐれによって，死を選ばざるをえないから

である。悲劇において，観客の恐怖と隣偶の感情が浄化されるという，アリストテレ

スのいわゆるカタルシス理論を，シェイクスピアは『ロミオとジュリエット』におい
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て実践してみせたと言えよう。

ロミオの最後の言葉は，“Thuswithakissldie.,,（120）である。死において，二

人の愛が完結を見，愛が不滅のものとなる。スペンサーはロミオの`･die，，という言葉

にためらいつつ，“toexperiencesexualpleasure''241という裏の意味を認める。しかし，

シェイクスピアは，無意識的にせよ意識的にせよ，ここで，死ぬ行為と愛する行為の，

愛と死の結合を表現しているように思われる。25）

ジュリエットの，死に際してのせりふも，同様に官能的である。

Ｉｗｉｌｌｋｉｓｓｔｈｙｌｉｐｓ，

ＨａｐＩｙｓｏｍｅｐｏｉｓｏｎｙｅｔｄｏｔｈｈａｎｇｏｎｔｈem

Tomakemediewitharestorative．（164-66）

しかし，彼女に死をもたらすのは，口づけではなく短剣である。“Ohappy

dagger./ThisisthysheathThererust,andletmedie.，,（168-69）たとえわれわれが

ここにも性的な地口を認める2`)としても，それは，五幕には登場しない乳母や登場し

えないマーキューシオの狼襲とは異質なものである。

ロミオとジュリエットは，結果として，モンタギュー，カピュレット両家の遺,限の

"poorsacrifices,,（303)，すなわちスケープゴートとなって，両家の間に和解が成立

する。マーキューシオが死に際して浴びせた両家に対する呪い（"Aplaguedboth

yourhouses”［、ｉ、92,100-01,108]）が，この人身お供えによって祓われるので

ある。

これまで見てきたように，運命の女神と死は，この悲劇の世界を動かしていて，前

者が後者を支配している。しかしながら，その運命と死の両方を支配しているのは，

修道士ローレンスの言うⅢthisworkofheavenⅢ（Ｖ・iii､260）であり，また，ヴェロー

ナ大公エスカラスの次のせりふに明らかに示されているように，

Capu]eLMontague･

ＳｅｅｗｈａｔａｓｃｏｕｒｇｅｉｓＩａｉｄｕｐｏｎｙｏｕｒｈate，

ThatheavenlindsmeanstokilIyourjoyswithlove；（290-92）

それは神の摂理に他ならないのである。

そして,『ロミオとジユリエット』の,観客に対する究極的なメッセージは修道士ロー

レンスの次の２行にあるように思われる。“YourlCapulet､slpartinherUulietIyou

couldnotkeepfromdeath,/Butheavenkeepshispartineternallife.，，（Ⅳ.ｖ､69-70)そ

のメッセージとは，死がいかにその猛威をふるおうとも，それは人間の肉体を滅ぼす

だけであって，人間の魂は，神のもとにあって永遠に不滅である，というものである。
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ロミオとジュリエットは，愛するがゆえに死を選ぶ。ハムレットも修道士ローレン

スも認めるように，自殺は確かに神によって禁じられた行為であり，罪である。しか

し，この二人の恋人は敗北して，地獄に落とされるわけではない。

この問題を考えるとき，見落としてはならないのが，最後にみるロミオの夢であ

る。露’

IflmaytrustthenatteringtruthofsIeep

Mydreamspresagesomejoylulｎｅｗｓａｔｈａｎｄ…

IdreamtmyladylJuIietlcameandfoundmcdead-

Strangedreamthatgivesadeadmanleavetothink1-

AndbreatHdsuchlifewithkissesinmyIips

ThatlrevivUandwasanempcror．（Ｖ、ｉ、１‐９）

ロミオのこの夢は，一見すると，後の展開と矛盾しているように見える。しかし，彼

の夢も，シェイクスピアによくある予言的夢の一つであり，ロミオに真実を告げてい

る。それは，死して後生き返るという，現実に起こりえないことを予告しているので

はなく，死後の天上における復活を，肉体の死を越えた，二人の魂の復活と永遠の結

合と，それによって二人が享受するであろう至福を予告している。それは，二人の自

殺による敗北ではなく，死を乗り越えた愛の勝利，不滅の愛の獲得を告知している。

そして，そこにこそ，ロミオとジュリエットの愛と死の神話が，これまで観客を感動

させてきた理由が存するのである。
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